








業務紹介

空気抵抗を下げるため
のポイントの一つがフロ
ントバンパにあります。
原始的かもしれません

が、糸をボディに貼りつけて流れを可視化し、空気の
流れをスムーズにする検討を行っています。

ムービングベルトでタイヤを
回転させて計測するため、テスト車両の固
定を行います。安全にテストを行うことに
加え正確にデータを取得するため、車両
の固定にも細心の注意を払っています。

私は、「風騒音」をコンピュータ
上で予測する技術の開発を担
当しています。非常に難しい
課題ですが、お客様の笑顔の
ため、チャレンジ精神をもって
取り組んでいます。

車両周りの空気の流れを調べるには
様々な計測装置がありますが、試験
条件に合わせて適切な装置を使用
することで、より精度の高い計測が

可能となります。

精度の良い実験が効率よく行える
ように、車が正常な状態か確認する
と共に、実験に使う車両・部品を準
備します。空気抵抗を下げるため
に試作した部品の取付け確認
なども合わせて行います。

空力実験を行う際
は計測装置だけでなく、様々な設備を
稼働・監視し、常に適切な条件が保たれ
ているか確認しながら進めます。また、
安全にも細心の注意を払っています。

ミーティングでは、若手
担当者が考案した空力性
能を向上させる形状やア
イテムに対して、先輩や
上司からアドバイスや懸
念点の指摘を受けます。
これにより、問題を未然

に防ぎ、より良い車作りに繋げています。

風騒音を低減し車に快適に乗って
いただくために、風騒音の評価も
行っています。風洞試験と実走試
験との相関も取りながら、静かな
車両開発を目指しています。

風洞実験に携わる 若手技術者たち

20代、30代の若手が中心となり、空気抵抗や風騒音の低減
のため、本社風洞で車体形状の作りこみを行っています。
提案したものが開発車に盛り込まれたときは、実験をやって
いて良かったと思える瞬間です。

空力や風騒音は車両の形状
に大きく左右されるため、開
発初期のデザイン段階から
コンピュータシミュレーショ
ンを行っています。短期間で
数多くの検討を行わなけれ
ばなりませんが、燃費や快適
性に繋がる重要な業務です。

相良風洞主送風機
無響室に風を送るための主送風機です。直径6.3m
のファン約330rpmで最大180km/hの風速を無響
室で実現できます。

相良風洞無響室
前方から風を出して空気抵抗や風騒音の計測を行いま
す。テスト車両下の白い円盤が空気抵抗を計測するため
の天秤装置です。また上面と側面のアレイにマイクを取
り付けて、風騒音も計測します。相良風洞設備平面図

6.3m

風洞実験や空力・風騒音CAEに携わる、
風洞解析課の若手技術者のメッセージを
ご紹介します。 

風洞解析課

流体実験係

流体解析係
空力実験担当
志水 智和

空力CAE担当
稲田 比呂

風騒音CAE担当
前田 裕樹

風騒音実験担当
小野 慎也

空力実験担当
岩井 辰夫

空力実験担当
鈴木 雄大

空力実験担当
髙橋 道也

空力実験担当
池田 英行

相良コースにあるムービング
ベルト付きの新風洞で実験を
行っています。ＷＬＴＰ新法規に
も対応した設備で、空力開発

の他にも認証のた
めのデータ計測も
行っています。

流体技術係

風

上面アレイ用
トラバース

上面アレイ

側面アレイ

空力シミュレーション
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技術レポート 新油冷システムを採用した 新型二輪250㎤エンジンの開発

新油冷システム
1985年、スズキは油冷システムの量産化に成功し、多く

の機種に採用してきました。その後エンジンの高出力化に伴
い、次第に採用が見送られていきました。しかし新たな250㎤
単気筒エンジンの開発に際し、より軽量でシンプルなメリットを
活かしつつ、目標出力性能を満足できる油冷システムを検討
し採用しました。従来の油冷システムは、オイルクーラで冷や
したオイルを、高温部にジェットで吹付けて冷却していました。
新型では、図1に示すように人体の腸のように一本で繋がっ
た細い冷却流路に高速・高流量のオイルを流し、熱を奪うよう
にしました。さらに、流路内側には図2に示すようなひだ状の
凹凸を設け、温度境界層を壊し易くし、冷却効率を高めること
に成功しました。この技術開発には、最新の3次元流体解析
技術や製造技術を駆使しました。

新SOHC-4バルブ動弁システム
本エンジンの最大の特長は、コンパクトで軽量であることで

す。新油冷システムに加え、従来のSOHCエンジンに対して
燃焼効率向上をねらって狭角化したSOHC-4バルブ動弁シ
ステムを基本構成としました（図3）。MotoGPで培ったCAE
技術を活かしてバルブ駆動系の慣性質量を低減し、4バルブ
化を実現しました。これにより、シリンダヘッドを小型化でき、吸
気効率も向上させて高出力化を達成しました。また、エンジン
高さを低減するため、シリンダスカート下のクランクウェブとの隙
間を詰めることを検討しました。単純に詰めるとピストン圧力波
によりオイル内に気泡が入るエアレーション現象が発生します
が、シリンダ下端に連通穴を設けて対策しました（図4）。その
結果、エンジンのコンパクト化を実現しました（図5）。

低摩擦ピストンコーティング
GIXXER 250のピストンには、2 輪車としては初めて

アルトやスイフトで実績があるスズキ独自の低摩擦技術「複
合円テクスチャコーティング：Synergy Circle Texture 
Coating」を採用しました（図6）。高回転域を常用するス
ポーツバイク用に最適化した複合円テクスチャコーティン
グピストンは、高速摺動域で通常のコーティングピストンよ
り低い摩擦特性を示します（図7）。これは、2種類の円を
組み合わせた独自開発のテクスチャを、ピストンとシリンダ
の間の動的クリアランスを考慮してレイアウトした効果によ
るものです。スカートの中心部は、燃焼圧を受けてシリンダ
ボアに倣って変形します。変形量が大きい箇所には、幅
広い運転域で油膜を発生させるタイプ１、変形量が小さい

箇所には、高速域で油膜が薄く摩擦が小さいタイプ２を配
置しました（図8）。また、変形しない箇所には、油を排出す
る溝をレイアウトしています。高速域での油膜の厚さを最
適化して、過剰な油による引きずり抵抗を低減することで、
スポーツバイクに相応しい出力特性を実現できました。

技術課題
エンジンは、派生モデルへの搭載も考慮して開発され

ています。直近の課題としては、車両コンセプトに合わせ
たチューニング、耐久信頼性の向上、市場からのフィード
バックの反映などが挙げられます。また将来的には生産
技術やサプライヤーと協力し、新油冷システムの冷却効

率向上を図っていきます。また、スズキの二輪車エンジン
開発において、排出ガスの削減、低燃費化が最重要課
題であり、そのため一層の早期暖機性能や燃焼改善、低
フリクション化や軽量化を検討し、世界中で長く愛される
エンジンにブラッシュアップしていくことを考えております。

▋著者紹介

森  公二
二輪カンパニー
二輪設計部
課長代理（2000年入社）

須田 尚幸
二輪カンパニー
二輪設計部
専門職（2000年入社）

福井 大介
二輪カンパニー
二輪設計部
係長（2005年入社）

太田 秀邦
二輪カンパニー
二輪設計部
係長（2005年入社）

前田 大典
二輪カンパニー
二輪設計部

（2006年入社）

坪内 正成
二輪カンパニー
二輪設計部

（2013年入社）

発展著しいインドでは、普段の足となる生活密着型の小排気量モーターサイクルに加え、より
趣味性の高いモデルに注目が集まってきています。若者を狙ったスポーティなモデルに搭載
すべく、市場にマッチさせた低中速域に優れた出力性能とクラス最高の燃費性能を備え、コン
パクトで軽量な250㎤単気筒エンジンを開発しました。また、スズキが定める信頼耐久性の基
準を維持しつつ、他メーカーに対抗できる価格帯に収めるため、低コスト化も実現しました。

背景・狙い

▍新油冷システムによる軽量化およびエンジン構造の簡素化

▍新 SOHC-4バルブによるシリンダヘッドの小型化および高出力化

▍新ピストンコーティングによる耐摩耗性の向上と摺動抵抗の低減

図２ オイル回路の凹凸

図4 エアレーション対策の
　　ための連通穴

GIXXER250エンジン

図７ テクスチャの摩擦試験結果
図１ オイル冷却回路イメージ

図６ 複合円テクスチャ
タイプ1 タイプ2

クランク

連通穴

ピストン

図８ テクスチャの配置

図5 エンジンサイズ比較

従来GIXXER エンジン
（150ｃｃ空冷SOHC-2バルブ）

新GIXXER250 エンジン
（250ｃｃ油冷SOHC-4バルブ）

図３ 動弁レイアウト

カムシャフト

バルブ挟み角 ： 31°

オイル通路
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サプライチェーン
マネジメント

リサイクルチェーン
マネジメント

21世紀型資源生産性の最適化

デュアルチェーンマネジメント概念図

マテリアル環境チェーン
マネジメント

製品

サプライチェーン
＋

リサイクルチェーンの最適化

部品

組立て

廃棄

リユース

加工

製錬

材料

製
品
Ⅰ 

リ
サ
イ
ク
ル

製
品
Ⅱ 

リ
サ
イ
ク
ル

製
品
Ⅲ 

リ
サ
イ
ク
ル

製品

社会　便益

天然資源
地球

最終処分

Q4
先生のご専門であるマテリアル環境工学とはどの
ような学問分野でしょうか？

1998 年東大に移った際に、マテリアル環境工学とい

う領域研究室を作りました。マテリアル環境工学とは、

有限の資源を持続的に利用する為、例えばリサイクルが

効率的に行われているかの「見える化手法」を作る学問

分野です。一番効率的で、生産性の高い資源の活用方

法は、ものづくりプロセスのサプライチェーンとそれを地球

にまた戻すリサイクルチェーンの二つを合理的にコントロ

ールしていくということです。定量的計測シミュレーション

技術を研究テーマにしてきました。

Q5
CASEに代表されるように、自動車産業は、今
大きく変わろうとしていますが、LCAや資源問題
としてとらえたとき、どのような課題を克服してい
かなければならないでしょうか？

自動車産業は、単にモビリティの提供、移動するサー

ビス提供者だけではなく、情報化世界への融合とか自

動運転などより安全性の向上とか、環境にやさしい、持

続的な社会の構築に資するモビリティになっているかど

うかということが今後の重要な課題です。国連でＳＤＧｓ

（Sustainable Development Goals）という目標が提

唱されていますが、いいかえれば有限な資源の最適利用

するモデルが求められています。

これからの工業製品は持続可能な社会構築に向けた、

地球資源の最適利用モデルを目指す必要があります。

Q6
若い研究者や技術者に対して何かアドバイスや
励ましのお言葉など頂けないでしょうか？

これからの世界は、膨大な情報にあふれています。これ

らはそのままでは全てゴミです、処理をして初めて役立つ中

身になります。この役立つ中身に処理できるかどうかという

のは、次の世代の皆さんにとっての腕のみせどころです。

そのアドバイスとなるのは、まず全体を俯瞰的にとらえ

る。その情報・情勢の流れを見て、微分的思考で増えて

いるのか減っているのかを考える。次にそれを積分して全

体の流れを読む、一言でいうと空気を読むということです。

そのためにどうするか、大学で教わって終わりではなく、

現場で必要とした時にもう一度立ち返って、学習するとい

うことが大事です。モチベーション、具体的な課題があっ

てからの学習は苦労もしますが、柔軟な発想の先にきっと

出口が見えてきます。

スズキ財団40周年記念（その6）

足立芳寛先生インタビュー  

創立100年周年を迎えたスズキの
今後の課題（期待）

「やらまいか」の精神は浜松の先人が大きな成功を収め

られたチャレンジ精神です。今回、スズキ財団が提唱して

いるやらまいか大賞は、スズキ流・やらまいかの宗家である

鈴木修会長の精神を伝承、発展させるための顕彰事業と

考えています。

その「やらまいか」の精神で財団が作られ、自動車工学

のみならず工学全般への技術開発へ助成したことは、研究

者のみなさんに大きな刺激を与えてきました。

Q3
通商産業省の技術審議官を経て(東京)大学の
研究室に戻られましたごきっかけは？

1970年に当時の通産省に入省しましたが、入省当時に

はローマクラブが「地球の資源は有限」というショッキングな

報告書、オイルショックへとつながりました。さらに92 年

にはリオの環境サミットで「持続的発展を今後の目標とす

る」ことが合意され、地球環境問題が全人類の課題とな

りました。このような有限の資源をいかに有効に持続的

に使用していくか、工学的に貢献できることはないか、次

の世代の人と一緒に考えられないかと考えて、東大に移

り15 年間 100 名ばかりの次世代の人材育成に努めて

きました。

足立 芳寛
東京工科大学客員教授　（スズキ財団 理事）

通商産業省（現：経済産業省）から東京大学を経て

環境資源工学の研究に従事されてきた足立先生から

お話を伺いました。

Q1
スズキ（株）は、2020年3月に100周年を迎えて
新たな歴史、時代を迎えようとしておりますが、
先生からご助言など頂けますでしょうか？

スズキ株式会社100周年、誠におめでとうございます。

100年を振り返りますと、御社は織機分野で創業され、

中間点の50年には軽自動車の技術体系を構築されまし

た。その一方で、インド・ハンガリーという国際的に未踏の

世界で企業展開をされて、成功を収められたのは大変な

ご業績です。

後半の50 年は、鈴木修会長の時代で言わば中興の

祖としてのご業績といえましょう。この良き伝統・素晴らし

いチャレンジ精神をどう継承し、発展していくかが今後の

課題と思われます。

Q2
スズキ財団は、2020年3月に40周年を迎え、新
たに「やらまいか大賞」（17ｐ参照）を創設するこ
とになりました。理事として、どのようなご期待を
お持ちでしょうか？
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トピックス

総 資 産
設 立 年 月 日
助成件数累計
助成総額累計

108億4,088万円（平成31年3月現在）
1980年 3月
1,679件
19億4,187万円

公益財団法人 スズキ財団 事業報告

スズキ財団2020年度助成事業のご案内  
スズキ財団では、2020年４月より下記の研究助成の公募
を開始いたしました。
詳細は下記ホームページをご確認ください。

ホームページ ▶ http://www.suzukifound.jp/

1.課題提案型研究助成
・提案する課題と研究期間
 ① 毎年、現在解決を求められている或いは将来直面

する問題等を課題として提案を行う。
 ② 研究期間：原則2年間とし、研究内容によって決定

する。
・助成金総額と助成件数
 ① 助成金額：1 件最大1,000万円とし、研究内容に

よって決定する。
 ②助成件数：年間3～4件程度
・募集期間と審査結果の伝達
 ①公募期間：毎年4月上旬～5月末
 ②選考結果は7月末頃申請者に連絡される。

2.研究成果普及助成及び研究者海外研修助成
科学技術分野の基礎的・独創的研究成果を発表し研究
の更なる充実・発展を図るため、国内外で行われるシンポ
ジウム・会議等の開催或いは海外で開催されるシンポジ
ウム・会議への出席に対して助成するもので、 2種類の
形態がある。
 ①研究成果普及助成（会場費等諸費用への助成）
 ② 研究者海外研修助成（海外への交通費・宿泊費への

助成）
・助成金額と助成件数及び募集期間と審査結果
 ①その年度の予算に応じて決定する。
 ②4月上旬より公募を開始し、予算到達時に打切る。

〒105-0021
東京都港区東新橋2-2-8 スズキビル東新橋2階
公益財団法人 スズキ財団
TEL（03）3431-2255　FAX（03）3431-3558
E-mail  zaidan-info@hhq.suzuki.co.jp
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2019年（令和元年）度 贈呈式・技術者交流会
スズキ財団は、令和２年２月21日、静岡県浜松市

に於いて、「令和元年度贈呈式・技術者交流会」を
開催しました。

当日は科学技術研究助成者５４名中、４６名、課
題提案型研究助成者４名中、１名が出席され、助成
金交付書が授与されました。助成者を代表し、千葉
工業大学青木岳史准教授にスズキ財団理事長より
贈呈書が手渡されました。また、助成者を代表し、

青木岳史准教授より謝辞を述べられました。
贈呈式終了後は、研究助成者、財団役員、関係技

術者計約１７０名が出席し、交流会が開催されました。
今回の贈呈式は、新型コロナウイルス感染拡大の

懸念から、出席者全員がマスクを着用し、会場への
消毒液の設置など、細心の対策をして臨みました。

スズキ財団では、小型自動車をはじめとする機械工業の発展と国民福祉の増進に寄与することを
目的として国民生活用機械等の生産・利用・消費に関する科学的研究に対して助成してまいりました。

当財団の設立４０周年を記念して、機械工業技術の更なる発展を目的とし、優れた功績を上げた
研究者・開発者を毎年顕彰する制度を創設しました。

「やらまいか 大賞」 １件 副賞 1,000万円

「やらまいか 特別賞」 １～３件程度 副賞総額 300万円
　対象分野　  「やらまいか 大賞」は、小型自動車をはじめとする国民生活用機械等の生産・利用・

消費に係る科学的研究に関するもので、独創的・先進的であり、学術的社会的発展
に寄与した研究を対象とします。

  「やらまいか 特別賞」は、過去に当財団から助成を受けた科学的研究で、将来に
渡り顕著な成果を期待できる研究を対象とします。

　募集期間　 令和2年3月19日～4月17日をもって受付終了致しました。

http://www.suzukifound.jp/

2020年2月21日 贈呈式場にて 右 ： 千葉工業大学 青木岳史 准教授

一般科学技術研究助成者と役員の方々

鈴木 修 理事長

若手科学技術研究助成者と役員の方々

「やらまいか大賞」及び「やらまいか特別賞」
創設のお知らせ

40周年記念事業 顕彰事業創設のご案内



2019年（令和元年）度助成事業の実績
公益財団法人スズキ財団は２月２１日、2019年（令和元年）度科学技術研究助成を決定いたしました。
今年度より科学技術研究助成は、一般研究助成（最大300万円）と若手研究助成（一律100万円）の2つの
枠に分けて公募致しました。

全国の大学等研究機構から応募のあった助成申請に対して、2019年（令和元年）度の科学技術研究助成は以下の通りです。

一般枠 29件 6,815万円
本年度の助成件数は昨年より13件増加し、
助成総額は4,065万円増加となります。

若手枠 25件 2,500万円
合計 ５４件 9,315万円

▋一般科学技術研究助成 ※助成当時の所属

研究課題 機関名 役職 氏名（50音順）

不整地走行に特化した電動車イスの開発 千葉工業大学 准教授 青 木 岳 史

音響泳動による自動車由来マイクロプラスチックの濃縮回収技術の開発 信州大学 准教授 秋 山 佳 丈

空間拡張現実感を用いたドライバの視認性を向上する自動車照明技術 和歌山大学 教授 天 野 敏 之

好みの多様性に適応するエンジン音制御手法の開発 広島市立大学 教授 石 光 俊 介

山林や法面での安定な作業を可能にする不整地作業用小型モビリティベースの開発 静岡大学 准教授 伊 藤 友 孝

レーザ溶接のためのCIP 法を用いた気液固相ユニバーサルソルバーの開発 東京工科大学 准教授 大久保 友雅

超スマート社会における夜間時の歩行者抽出法の開発と動作解析 秋田大学 教授 景 山 陽 一

部分的な安定判別による二輪車の自励振動防止設計技術の研究 近畿大学 准教授 酒 井 英 樹

金型加工面の品位の評価方法と向上手法 東京農工大学 教授 笹 原 弘 之

光ファイバープローブによる高速液滴衝突時の発生圧力測定 静岡大学 准教授 真 田 俊 之

操舵支援による人間機械協調型運転支援システムに対するドライバの適応 東京都市大学 准教授 杉 町 敏 之

ベクトル磁気特性を考慮したモータ鉄心材料の最適利用に関する研究 茨城大学 准教授 祖 田 直 也

硫黄/炭素/多孔質V2O5複合体の合成とリチウム硫黄電池へのその応用 東京工業大学 准教授 谷 口  泉
新規手法により合成した球状/ファイバー状混合カプセルと
これを用いた金属防食用自己修復性塗膜の開発 旭川工業高等専門学校 准教授 千 葉  誠

円筒ころ軸受を用いた無段変速機の変速比増大化に関する研究 近畿大学 教授 東 﨑 康 嘉

複数のメカニズムで誘発される複合型摩擦振動の体系化 大分大学 准教授 中 江 貴 志

超小型ロボットが移動する宇宙空間浮遊テザー（ロープ）の挙動解析 静岡大学 教授 能 見 公 博

植物由来モノマーを原料とする新規オレフィン系高分子機能材料の創製 首都大学東京 教授 野 村 琴 広

デジタルヒューマンによるハンドル型電動車椅子操作系の最適設計 首都大学東京 教授 長 谷 和 徳

ステレオカメラによる3次元形状および変形・ひずみ・回転角分布の高速計測システムの試作 福井大学 教授 藤 垣 元 治

小型精密自走ロボットのXYΘ精密位置決め制御の高速化とAFMへの応用 横浜国立大学 准教授 渕 脇 大 海

完全レア・アースフリー硬磁性材料の高性能化 東北大学 教授 牧 野 彰 宏

粒子共存制御ラジカル重合法によるNafion®代替新規高分子電解質膜の作製 山形大学 准教授 増 原 陽 人

マイクロ・ナノスケール流動制御による飛躍的な水電解の高効率化 九州大学 教授 森  昌 司

等温燃焼による内燃機関の熱効率改善の可能性 千葉大学 教授 森 吉 泰 生

ブレーキからの粒子排出簡易評価装置の開発 東京電機大学 教授 山 田 裕 之

マルチアークプラズマ照射を利用した小型触媒コンバータの開発 熊本大学 助教 芳 田 嘉 志

使用済み自動車触媒からのレアメタルの高効率分離回収プロセスの開発 九州大学 教授 後 藤 雅 宏

電気自動車用リチウムイオン蓄電池リサイクルのための残価値評価技術の開発 立命館大学 教授 福 井 正 博

▋若手科学技術研究助成 ※助成当時の所属

研究課題 機関名 役職 氏名（50音順）

電気自動車用ディファレンシャル機能を有するダブルロータ形誘導電動機の開発 静岡大学 助教 青 山 真 大

機能性キャビテーション処理による自動車用歯車の高強度化に関する研究 東京電機大学 助教 井尻　政孝

ドリル摩耗のインプロセス推定によるドリル折損回避技術開発 長崎大学 助教 大 坪 樹

深層学習ドライバモデルによる運転中の知覚情報の解明 立命館大学 助教 岡藤　勇希

炭素繊維強化プラスチックを用いた車両前部の衝撃吸収性能向上に関する研究 東海大学 講師 加藤　英晃

電磁式パラメトリック動吸振器による自動車駆動系ねじり振動の低減 茨城大学 助教 加 藤 雅 之

概日リズムが胃腸の電気活動に及ぼす影響に関する研究 富山県立大学 助教 木下　史也

海洋プラスチック問題を解決する自然分解高強度プラスチックの創製 東北大学 助教 栗田　大樹

第5世代移動通信システムを用いた電動車の走行学習と自動運転 東京工芸大学 助教 河 野 仁

受動関節を有するパラレルワイヤ駆動機構による上肢の動作補助 金沢大学 助教 小 塚 裕 明

結晶方位分布に基づいた機械学習による成形性の予測 産業技術総合研究所 研究員 権藤　詩織

外科手術時の生体への熱侵襲を抑制する骨切除用研削デバイスの開発 大阪大学 助教 佐竹　うらら

マイクロ波レーダーを用いた死角からの歩行者飛び出し予測 富山県立大学 講師 佐保  賢志

二相組織鋼の強度・延性予測のためのメゾスケール延性損傷モデルの構築 大阪大学 助教 庄司　博人

遷移元素ドープ斑銅鉱ナノ粒子をビルディングブロックとしたサステイナブル熱電材料の創製 北陸先端科学技術
大学院大学

特別
研究員 高橋　麻里

非矩形鋼板の通電加熱ホットスタンピングによる超高強度鋼部材の製造プロセスの開発 東京工業大学 助教 中川　佑貴

自動車用マイクロマシンのための製作誤差修正加工法の開発 静岡大学 助教 中澤　謙太

巧みな遠隔作業のための指先装着型多自由度触覚ディスプレイの開発 神戸大学 助教 永 野 光

新興国道路渋滞の予防に用いる加減速と操舵に関する運転支援システム 立命館大学 研究助
教 長濱　章仁

一品生産に特化したCAMソフトウェアの開発 神戸大学 助教 西 田　 勇

大気圧熱プラズマビームの局所照射技術と金属表面反応の研究 広島大学 助教 花 房 宏 明

液相法を用いた正極活物質ナノ粒子の創製と全固体電池への応用 豊橋技術科学大学 助教 引間　和浩

蓄積動作可能なpチャネルGaN MOSゲートスタックプロセスの開発 東京工業大学 助教 星井　拓也

マグネシウム合金中の水素可視化技術の構築 新居浜工業
高等専門学校 助教 真中　俊明

自動車運転中の心電図計測に向けた人体/自動車の複合回路モデリングに基づくノイズ抑制 東京理科大学 助教 村 松 大 陸

2019年（令和元年）度 科学技術研究助成内定者一覧
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